
 

 

  四季がはっきりしている北海道では、季節によってとれる食材が変わります。自然のリズム 

 の中で野菜や魚がもっとも多くとれる時期のことを「旬」と呼びます。 

  例えば７月は、イカや昆布、とうもろこしやトマト、さくらんぼやメロンが旬になります。 

  旬の食材は価格も安く、栄養素も豊富に含んでいます。なにより、その食材が一番おいしく 

食べられます。旬の食材を食べ、必要な栄養素をとるのが昔から続いている日本の食文化です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、札幌市南区の主な農畜産物は、野菜（コマツナ・チンゲンサイ・キュウリ・イチゴ）、 

果樹（リンゴ・サクランボ・プルーン・ナシ・ブドウ）、水稲、養豚、花き（切花・鉢物）です。 

南区は市面積の約６割を占め、山の景観も魅力であり、果樹園が多いのが特徴です。果物の他 

 にも畜産業や棚田を使った稲作も健闘しています。 

旬な野菜を新鮮なまま販売している生産者直売所も多くありますし、スーパーでも地域の野菜 

がたくさん並べられていますので、積極的に利用し、美味しくいただくことで札幌の農業を応援 

していきたいですね。 
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